
文化 庁 月報

も＜ じ
愚
息
愚
愚
愚
愚
愚
息
愚
愚
愚
愚
愚
愚
愚
愚
患
息
愚
書
愚
靡
愚
愚
愚
愚
愚
愚
愚
愚
愚
懸
愚
愚
息
愚
愚
愚
息
愚
愚
息
愚
愚
愚
息
愚
愚
愚

三

誓

⑥

）

翌

嘗

弥桑

桑

7

g
2

風
参
•
紀

〇

屏

ジ

ン

美
7
,
 

サ

図
』

9

。

見

ぺ゚

1

Z

花

江

字

ッ

野

約

題

カ

吉

解

紙表

初舞台と製名と・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •松本幸四郎...,.. 4 

国立劇場演芸場・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．•鹿海信也...... 7 

新作オペラ「鹿踊りのはしまり」に想う•••寺崎裕則…•。. 9 

著作権及び隣接楕に関するアジア・

太平洋地域セミナーに参加して・・・・・・・• •大山幸房..・・・・ 12

文化庁ニュース

若Lll富三郎氏らに芸術娯大負

昭和53年度芸術祭授賞式行わる

第18回県展選抜展 ．．．．．．．．．．。•..● ● ●.........● ● ●...。......●● e・・・ 15

昭和53年度（第29 回）芸術逃奨決まる・..・・・.......・・・・・・・ •15

第1回舞台芸術創作奨励特別賞決まる

日本芸術院受賞者決まる・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・18

1日オルト住宅の修理完了・・・・・・・・・・・・・心●● ● ●..................... 13 

〈新設法人紹介：〉

財団法人庭野平和財団・・・・・・・・ 19 

財団法人古賀政男音楽文化振興財団・•.....。...・・・..。 ····20

社団法人二科会 ・・・・・・・・・心・・・...................。•。•・・・・・・・・・ 20

適塾周辺を史跡公園に

東側隣接地を買収、空地化

・・・・・・・・・適塾配念会・・・・・・21

民俗歳時言已シリース 4月

春祭り···•······································星野 紘・・・・・・23

我か県の文化行政

創造の可能性を触発する大分県の文化行政

・・・・・・..浅田弘明・・・・・・25

著作権シリーズ(1)

著作権制度のあらまし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..。 •·············28

美術館・博物館・文化施設めぐり⑳

子どもたちの募金を契機に建設さずした

広島県立美術館······················。•・・.................ぐ •30

国立劇場ニュース..●..................

0.．0 • • o e • • • 0 9 0 0 • • 1 5 

............ 17 

・・・・・・・・・・・ •31



国
立
劇
場
浪
芸
場
か
三
月
二
十
二
日
か
ら
開
場
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
三
月
、
日
本
演
芸
家
連
合
（
略
称
日
芸

連
、
会
長
三
遊
亭
円
生
・
理
事
長
三
遊
亭
金
馬
）
加
入

の
八
団
体
代
表
者
の
連
名
に
よ
る
「
国
立
演
芸
場
設
立

に
関
す
る
請
顕
書
」
か
国
会
に
提
出
（
紹
介
議
員
今
泉

正
二
読
員
）
さ
れ
、
六
月
に
採
択
さ
れ
て
か
ら
丁
度
七

年
目
に
当
た
る
。

娯
楽
の
種
類
か
増
え
た
こ
と
や
テ
レ
ビ
の
普
及

r

さ

ら
に
は
都
市
構
造
や
生
活
様
式
の
変
化
も
あ
っ
て
、
寄

席
の
観
客
か
著
し
く
減
り
、
採
算
か
と
り
に
く
く
な
っ

た
民
間
経
営
の
寄
席
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
傾
向
に

あ
っ
た
の
で
、
国
立
演
芸
場
を
つ
く
っ
て
は
し
い
と
い

う
要
望
が
関
係
者
か
ら
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
、
こ

れ
を
受
け
て
四
十
七
年
八
月
に
は
文
化
庁
に
「
大
衆
芸

能
に
関
す
る
懇
談
会
」
か
設
け
ら
れ
、
大
衆
芸
能
の
向

上
発
展
の
た
め
の
方
策
が
検
討
さ
れ
た
。
一
方
‘
陳
情

を
受
け
た
国
会
の
方
で
も
、
四
十
七
年
五
月
に
「
大
衆

芸
能
愛
好
議
員
懇
談
会
」
（
代
表
担
話
人
江
崎
真
澄
•
田

村
元
・
原
田
憲
各
試
員
、
会
員
百
三
十
名
）
か
発
足
し
、

国

劇

場

演

ま
た
日
芸
連
の
中
に
も
設
立
促
進
委
員
会
（
委
員
長
春

風
亭
柳
昇
）
が
設
け
ら
れ
て

r

ま
さ
に
官
民
一
体
の
運

動
と
検
討
か
進
め
ら
れ
た
。
口
八
丁
の
師
匠
連
中
か
陳

情
て
国
会
議
員
さ
ん
を
笑
わ
せ
た
り
、
文
化
庁
の
懇
駿

会
の
委
員
に
な
っ
て
「
国
も
庶
民
芸
術
に
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。
必
ず
や
人
に
笑
わ
れ
な
い

立
派
な
も
の
を
つ
く
っ
て
み
せ
ま
す
」
と
慣
れ
ぬ
会
議

で
神
妙
な
顔
で
議
論
す
る
光
景
か
見
ら
れ
た
。
陳
情
に

は
演
芸
界
挙
げ
て
の
ご
と
く
、
有
名
な
演
芸
家
か
ほ
と

ん
ど
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
参
加
し
た
。

「
大
衆
芸
能
に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
は
は
一
年
か
か

っ
て
報
告
書
を
出
し
た
が
、
「
大
衆
芸
能
は
大
衆
に
健
全

な
よ
ろ
こ
び
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
時
代
時
代
の
大

衆
に
親
し
ま
れ
、
支
持
さ
れ
る
芸
で
あ
る
の
で
、
時
代

の
流
れ
に
伴
う
梢
長
盛
衰
は
さ
け
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
か
、
寄
席
芸
能
と
い
わ
れ
る
落
語
・
講
談
。
浪
曲
・

漫
オ
・
い
ろ
も
の
等
の
わ
が
国
独
自
の
伝
統
的
な
大
衆

芸
能
の
中
に
あ
る
多
年
に
わ
た
る
み
が
き
あ
げ
ら
れ
た

貴
重
な
技
芸
は
、
わ
が
国
の
す
ぐ
れ
た
文
化
的
財
産
の

(III立
劇
閣
理
事

鹿

海

信

也

芸

場

ひ
と
つ
と
し
て
世
代
か
ら
低
代
＼
受
け
つ
か
れ
て
行
く

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
こ
れ
ら
の

大
衆
芸
能
は
次
に
述
べ
る
と
お
り
憂
慮
す
べ
き
状
態
に

あ
る
の
で
、
す
み
や
か
に
所
要
の
対
策
を
講
じ
て
継
承

保
存
等
に
遣
憾
な
き
を
期
す
と
と
も
に
、
大
衆
芸
能
の

今
後
の
向
上
発
展
に
も
資
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、

現
状
の
問
題
点
と
し
て
、
娯
楽
形
態
や
生
活
様
式
の
変

化
に
伴
う
寄
席
の
減
少
や
テ
レ
ピ
に
お
け
る
完
全
な
形

で
の
上
演
皆
無
な
ど
を
挙
げ
て

r

正
統
的
な
芸
の
公
演

機
会
か
減
少
し
た
こ
と
、
若
手
芸
能
人
が
本
格
的
な
芸

を
修
め
、
演
す
る
機
会
の
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
挙
げ

て
、
正
統
的
な
芸
の
後
継
者
か
減
少
し
た
こ
と
、
ま
た

芸
能
資
料
の
散
逸
・
戚
失
・
死
蔽
を
挙
け
て
、
資
料
而

か
ら
の
勉
強
や
研
究
の
困
難
な
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
芸
能
界
に
対
し
て
は
、
芸
能
を
大
切
一

に
守
り
抜
く
強
い
意
識
と
積
極
的
な
姿
勢
を
持
つ
こ
と
、

ゥ
'

後
継
者
の
育
成
に
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
数
項
目

の
要
望
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
は
、
資
料

の
収
集
・
保
存
・
公
開
、
後
継
者
の
養
成
、
公
演
の
機

会
増
大
の
た
め
の
所
要
の
施
設
。
施
策
の
検
討
を
要
望

こ
c

し
fこ

の
要
望
を
受
け
、
文
化
庁
で
は
四
十
九
年
四
月
、

[
演
芸
資
料
館
（
仮
称
）
設
立
準
備
調
査
会
」
（
委
員
長

南
部
圭
之
助
）
を
設
け
、
と
の
よ
う
な
目
的
。
規
模
。

事
業
内
容
を
持
っ
た
施
設
を
つ
く
る
べ
き
か
の
検
討
に

入
っ
た
。
そ
の
ま
と
め
が
で
き
た
の
は
四
十
九
年
十
二

月
で
あ
る
か
、
こ
の
た
び
開
場
を
み
た
演
芸
場
の
目
的
・

事
業
や
施
設
規
模
は
、
こ
の
ま
と
め
に
沿
っ
た
も
の
と

言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
目
的
は
「
蕗
語
＂
請
談
・

浪
曲
・
漫
才
等
の
伝
統
的
な
大
衆
芸
能
に
関
し
、
資
料

の
収
集
。
保
存
及
び
活
用
、
後
継
者
の
養
成
、
演
芸
公

開
並
び
に
調
査
研
究
等
を
総
合
的
に
行
っ
て
、
そ
の
継



承
・
保
存
に
遣
憾
な
き
を
期
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
芸
能
と
し
て
の
振
興
を
図
り
、

も
っ
て
わ
か
国
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

設
立
準
備
調
査
会
は
二
つ
の
専
門
委
員
会
に
分
か
れ
、

第
一
専
門
委
員
会
（
主
査
坂
本
朝
一
）
て
は
演
芸
場
の

目
的
・
事
業
。
組
織
。
施
設
等
の
基
本
構
想
を
検
討
し

た
が
、
第
二
専
門
委
員
会
（
主
査
有
竹
修
二
）
で
は
既

に
散
逸
し
つ
つ
あ
る
資
料
を
一
刻
も
早
く
調
査
し
収
集

す
べ
き
て
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
収
築
資
料
の
検
討

を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
建
物
が
で
き
る
の
に
先
行
し
て
、

資
料
の
収
集
は
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
約
二
、

O
O
O

万
円
の
経
費
に
よ
っ
て
、
「
怪
談
牡
丹
燈
籠
」
「
百
花
園
」

な
ど
明
治
。
大
正
・
昭
和
の
大
衆
芸
能
に
関
す
る
図
書

一
、
四
八
五
冊
‘
「
神
仙
戯
術
」
ほ
か
の
純
方
知
三
郎
梼

士
所
蔵
の
奇
術
文
庫
四
一
四
冊
、
浪
曲
な
ど
の
古
い

S)

pー
レ
コ
ー
ド
―
‘
0
九
八
枚
、
落
語
な
ど
の

L
P
レ
コ
ー

ド
ニ
五
三
枚
等
賞
璽
な
資
料
が
収
集
購
入
さ
れ
た
。

演
芸
場
敷
地
は
当
初
、
関
係
者
の
間
に
は
洩
草
や
渋

谷
な
ど
の
繁
華
街
を
望
む
声
も
あ
っ
た
か
、
適
地
か
な

く
、
三
宅
坂
の
国
立
劇
場
に
隣
接
し
た
民
有
地
を
二
億

六
、
四
〇
つ
万
円
で
昭
和
五
十
一
年
度
に
購
入
し
｀
・
国
立

劇
場
所
有
地
と
併
せ
一
、
0
一
八
平
方
メ
ー
・
ト
ル
の
土

地
に
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト
造
。
地
上
四
限
・
地
下
一
階
e

延
床
面
積
二
、
四
四
四
平
方
メ
ー
ト
几
の
建
物
を
建
て

る
こ
と
と
し
た

C

そ
の
建
物
の
甚
本
設
計
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
日
芸
連
代
表
者
や
学
識
経
験
者
か
ら
な
る

建
設
協
力
者
会
議
が
開
か
札

r

ま
た
建
設
省
；
文
部
省
・

文
化
庁
＇
国
立
削
場
等
の
施
設
関
係
専
門
家
か
ら
な
る

作
業
部
会
が
具
体
的
な
策
定
作
業
を
進
め
た
。

落
工
は
五
十
二
年
十
二
月
十
七
日
、
竣
工
は
五
十
四

年
二
月
二
十
四
日
、
甚
本
設
計
と
実
施
設
計
を
担
当
し

た
の
は
佐
藤
武
夫
設
計
亭
務
所
、
施
工
の
担
当
は
竹
中

工
務
店
で
あ
る
。
建
築
工
事
費
は
設
備
費
を
含
め
て
一
〇

億
七
、
0
0
0
万
円
、
固
立
劇
場
本
館
を
模
し
た
苓
褐
色

で
、
外
部
デ
ザ
イ
ン
も
寄
席
の
雰
囲
気
を
工
夫
し
た
こ

の
大
衆
芸
能
の
殿
堂
は
、
一
階
か
資
料
関
係
（
演
芸
資

料
展
示
室
、
演
芸
資
料
収
納
室

r

演
芸
図
書
室
‘
閲
覧

室
、
視
聴
覚
資
料
室
、
試
聴
皇
、
試
写
室
）
と
事
務
室
、

二
階
か
公
演
関
係
（
客
席
三
0
0
人
の
ホ
ー
ル
、
楽
屋
、

録
音
，
録
画
関
係
室
、
見
学
指
導
室
）
、
三
階
が
養
成
関

係
（
大
小
の
研
修
室
）
と
舞
台
音
響
＇
調
光
関
係
室
、

地
階
と
四
階
が
機
械
室
と
大
別
て
き
る
。
録
音
，
録
画

の
記
録
設
備
や
音
聾
，
照
明
設
備
、
さ
ら
に
は
小
規
模

な
が
ら
舞
台
設
備
等
は
特
に
力
を
入
れ
て
充
実
が
は
か

ら
汎
て
い
る

C

と
こ
ろ
て
‘
竣
工
ま
で
は
文
化
庁
の
事
業
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
特
殊
法
人
固
立
劇
場
に
出

資
さ
れ
、
三
月
二
十
二
日
の
開
場
式
、
二
十
三
日
か
ら

一
週
間
の
開
場
記
念
公
演
、
そ
し
て
今
後
の
年
間
運
営

は
国
立
劇
場
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

年
間
の
公
演
事
業
は
、
で
き
る
だ
け
寄
席
の
定
席
の

形
態
を
と
り
入
れ
、
月
の
う
ち
二
十
日
（
月
に
よ
っ
て

は
十
日
）
を
定
席
、
残
り
の
十
日
の
う
も
、
二
，
‘
-
―
-
日

は
独
演
会
や
名
人
会
、
あ
る
い
は
、
特
定
テ
I

ー
マ
や
種

目
別
に
よ
る
特
集
、
創
作
発
表
等
の
特
別
企
画
公
渡

i.

さ
ら
に
毎
月
一
回
は
若
手
新
人
公
演
を
計
画
し
、
残
余

は
貸
劇
場
、
保
守
日
に
当
て
る
予
定
で
あ
る
。
芸
術
祭

シ
ー
ズ
ン
に
は
芸
術
祭
の
大
党
芸
能
公
演
は
こ
こ
か
中

心
に
な
っ
て
展
開
さ
れ
よ
う
。

後
継
者
養
成
事
業
は
、
と
り
あ
え
ず
緊
急
を
要
す
る

下
座
醒
子
の
養
成
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
落

語
や
購
談
の
新
人
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
方
式
に
よ
る
養
＇
成
あ
る
い
は
、
寄
席
芸
能
は
常
に

客
の
眼
の
中
で
批
判
さ
れ

p

練
ら
れ
て
つ
く
り
上
げ
ら

れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
の
で
、
大
小
の
研
修
皇
を
生
か

し
て
発
表
の
機
会
を
増
や
し
た
り
、
寄
席
の
生
の
環
境

を
生
か
し
て
、
先
達
の
舞
台
を
見
学
し
て
勉
強
す
る
な

ど
の
汀
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

資
料
の
収
集
＇
保
存
。
活
用
は
重
要
な
事
業
で
あ
る

が
、
図
書
・
視
聴
覚
資
料
（
フ
ィ
ル
ム
ウ
レ
コ
ー
ド
，

ヒ
デ
オ
等
）
。
用
具
等
を
広
く
収
集
す
る
と
と
も
に
、
す

ぐ
れ
た
芸
の
記
録
を
作
成
し
、
実
演
家
や
研
究
者
の
閲

覧
に
供
し
、
ま
た
一
般
に
公
開
展
示
す
る
。
さ
ら
に
、

大
衆
芸
能
の
調
査
研
究
、
普
及
を
は
か
る
た
め
の
各
種

の
幕
業
も
行
い
た
い
。

演
芸
場
を
こ
の
よ
う
な
場
所
に
つ
く
っ
て
お
客
が
来

る
か
と
い
う
問
題
か
あ
る
。
寄
席
と
し
て
は
最
適
な
地

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
°
}
し
か
し
、
こ
の
演
芸
場
は
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
多
角
的
な
目
的
を
持
っ
て
い
て

r

単
な
る
寄
席
で
は
な
い
。
こ
の
総
合
的
な
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
国
立
劇
場
の
傘
下
に
よ
る
管

理
運
営
か
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
生
活
様
式

の
変
貌
し
た
今
日
、
浴
衣
が
け
で
ぶ
ら
り
と
行
く
と
い

う
こ
礼
ま
て
の
寄
席
の
観
念
で
な
く
、
新
し
い
演
芸
場

の
魅
力
と
事
業
を
定
着
さ
せ
る
へ
さ
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
、
劇
場
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

演
芸
界
の
人
々
の
努
力
も
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
庶
民
の
理
解
と
支
持
で
成
り
立
つ
大
衆
芸
能

の
基
本
的
な
性
格
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
常
に
調
査

研
究
を
怠
ら
ず
、
ま
た
民
間
有
識
者
や
演
芸
家
に
よ
る

運
営
に
関
す
る
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、
民
意
の
反
映
か

は
か
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然

で
あ
る
。
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と説た 1•KI) のいう継伝にまし、述 ，l かて億年 集．
しすに 賜だ演も者統 IIIil °営｀ °あ円炭 ！ 
たる‘ り）゜芸のの的立て しこ文る‘の 後 1
°嘉胃 鹿設場て養な 1点1)い ‘i L化か伸ス ！ 
店ile

梅立と‘成大楊た 次をの‘ひタ
理のし今や衆池固 の最時政率！

記！

；ヽこの 事趣て後 i演 芸 挨 立 拡大代 1府は｝ ， I 
汀詰 1こ旨大多芸能場痰 充限の全他゜ ！ 

炉 I
へ I笥 解‘い iii狡のと芸 発有到 i本に文 ！ 
こマゞ題 説事・ 1こ的料公し査 展効来か比化 ！ 

こを し、業発なの油て料 をにから較庁 ！ 

!--…---―・―- _ ＿ - --..J 

広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

株

式

会

社

き

ょ

う

せ

い

営

業

課

T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
ー
ニ
ニ
四
一
（
代
表
）

ー•-―→ 31~


	文化庁月報（第127号：1979年4月）
	国立劇場演芸場（鹿海信也）
	奥付



